
－既製コンクリート杭の杭頭接合技術－ （一財）日本建築センターによる建設技術審査証明（２０２０年度版）　ＢＣＪ－審査証明－７

パイルスタッド工法研究会

１．パイルスタッド工法概要

パイルスタッド工法は、溶接性に優れた異形棒鋼ＫＳＷ４９０を杭頭端板に直接スタッド溶接する
ことにより、抗体に悪影響を及ぼすことがなく、抗体と基礎スラブとを接合する技術である。

２．使用材料

１　パイルスタッド　（スタッド溶接専用異形棒鋼） ２　フェルール
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適用フェルール＊

パイルスタッドおよびフェルールの種類　　（括弧内の寸法は、標準の呼び長さ４０ｄの場合）

杭仕様

杭径 杭種 杭本数 鉄筋径 呼び長さ 本／１杭
備考

パイルスタッド仕様

溶接装置の設置・設備容量の確認

溶接材料の確認

溶接条件の設定

＜条件確認試験＞
外観及び仕上り高さ検査・３０度曲げ試験

溶接位置のマ－キング

端部鋼板溶接面の清掃

アースケーブルの取付け

本施工開始

＜施工中の点検＞
１　カラーの不整・欠損

＜製品検査＞
・外観、仕上り高さ検査（全数）

施工管理記録の作成・提出

施工現場の清掃

施工完了

補正
及び

打直し・傾き及び１５度曲げ検査　（２本／１ロット）

　　　セラミック製の溶接補助材

溶接前

溶接後

パイルスタッド工法　設計・施工　標準図

杭中空部は、基礎スラブ下面と
同一レベルまでソイル等を除去する。

スタッド溶接

端板

既製杭
　（ＰＨＣ杭・ＰＲＣ杭）

３．杭頭接合仕様

４．杭頭接合構造図 ６．パイルスタッド工法　標準施工フロー　　　　　　　　　　　　
　（詳細は、本工法建設技術審査証明（建築技術）報告書の「施工要領」による）

２　磁気吹き（ア－クブロ－）

３　端部鋼板溶接面の清掃など

Ａ－１３

岡部（株） （株）大谷工業 日本スタッドウェルディング（株）
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※　スタッドメーカーとフェルールの組合せは限定しない

パイルスタッド（ＫＳＷ４９０）の化学成分および機械的性質
化学成分　（％） 機械的性質
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注：施工は、（一社）スタッド協会主催の「スタッド溶接技術検定試験」

　　における専門級取得者で、かつ、パイルスタッド工法研究会発行の

　　「パイルスタッド工法溶接技術講習会受講者証」を授与された者が行う。

７．製品検査規定

８．パイルスタッドの配筋規定
　（詳細は、本工法建設技術審査証明（建築技術）報告書付録の「配置計画」による）

１）　フェルール外殻が端板の開先やＰＣ鋼材孔と重ならない位置に溶接する。

２）　ＰＣ鋼材径と同心円上の位置への配筋を基本とする。（同心円配筋）

３）　同心円配筋ができない程ＰＣ鋼材間が狭隘な場合、フェルールをＰＣ鋼材孔の

　　　同心円上の外側、内側と交互に配筋する。（千鳥配筋）

４）　杭当たりの配筋本数は、６本以上かつＰＣ鋼材本数以下を原則とする。

５）　ＰＣ鋼材孔間に２本以上配筋しないことを原則とする。

６）　パイルスタッドのあきは、基礎スラブコンクリート粗骨材最大寸法の１．２５倍

　　　以上かつパイルスタッド公称直径の１．５倍以上とする。

　　　また、パイルスタッド中心とＰＣ鋼材中心は２０ｍｍ程度離す。

同心円配筋

千鳥配筋

株 式 会 社 大 谷 工 業
岡 部 株 式 会 社

日本スタッドウェルディング株式会社

Ｖｅｒ．２０２００９１７

ＰＣ鋼材定着孔
溶接開先

タップ孔

パイルスタッド
フェルール外殻

頻度 検査項目 検査方法 判定基準

全数検査

抜取検査

外観検査

仕上り高さ

傾き検査

曲げ検査

目視

ゲージ等による

ゲージ等による

パイプ曲げ等による

カラーが軸部全周に包囲して、アンダーカットの無いこと

設計寸法－０ｍｍ～＋４ｍｍ

θ≦５゜

溶接部に割れなどの欠陥が生じないこと

項目 対処例

杭頭部応力度の決定

軸力

パイルスタッドの仕様仮決定

パイルスタッド本数 スタッド径は
Ｄ２５？

パイルスタッド
サイズアップ

パイルスタッド
サイズダウン

パイルスタッド
サイズダウン

・杭頭部応力度の再検討　
または

・パイルスタッド適用不可

端板の
開先無し可？

端板の
開先無しの指示

同心円配筋または
千鳥配筋が可能？

端板厚変更可？
端板耐力

端板厚の変更
（端板耐力≧鉄筋引張荷重となること）
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ＮＯ

注１　鉄筋サイズ変更時は、算出式により求められた必要鉄筋量を
　　　下回らないように注意する。

注２　端板開先無しの指示および端板厚変更等、杭の仕様変更は必
　　　ず事前にパイルメーカーに確認した上で、変更可能な場合は
　　　設計図書に特記事項として記載すること。

５．設計に関する考え方の一例
下図設計手順例は、適用にあたっての一つの参考例であり、構造設計者の考え方に基づく

適切な設計法により杭頭接合鉄筋量を算出することが望ましい。

詳細は、本工法建設技術審査証明（建築技術）報告書付録による。

設計手順例

適切な配筋例 不適切な配筋例

全鉄筋の内側配筋 溶接不可能な配筋

ＰＣ鋼材間の複数配筋

曲げモーメント
基礎スラブのコンクリート強度

・杭径，杭種（杭製造メーカー）　
・設計用短期応力度　　　　　　

（鉄筋量算出式に基づく）

≦ＰＣ鋼材本数？

≧鉄筋引張荷重？

防錆処理・アンボンドキャップ装着　　※パイルスタッド工法（アンボンド）のみ
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